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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕
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～登天石～

京都市上京区の堀川紫明に「水火天満宮 ( すいかてんまんぐう )」という神社があります。

この辺りは昔、水害が多く、水難封じの為に社が建てられ、雷神である 菅原道真を祀る

ことから、水火と名付けられました。そこにある「登天石 ( とうてんせき )」という石には、

道真にまつわる不思議な話が残っています。道真が亡くなった後、都は天変地異が

相次ぎ、道真の祟りだと恐れられていました。天皇は その霊を鎮める為、比叡山延暦寺

にいる道真の師「尊意僧正」に祈祷を命じました。尊意僧正が山を下りて宮中に急ぐ時、

雷鳴が轟き、土砂降りの雨で、賀茂川の水位はあっという間に土手を越え、町中に流れ

込みました。尊意僧正がその場で祈り始めると、たちまち川の水位が下がり、川面が

2 つに分かれ、その先の石の上に愛弟子、道真が立っていたのです。道真は、師である

尊意僧正の顔を暫く見つめた後、光の尾を引いて、雲の中に消えていきました。

その途端、雷鳴や大雨は止み、空は一気に晴れ渡りました。尊意僧正は道真が立って

いた石を持ち帰り、道真が天に登ったということから、登天石と名付けました。その後、

道真の霊を供養するため、尊意僧正が水火天満宮を創建したと伝えられています。

余談ですが、この石は隕石だという説もあるようです。


